
 

がん患者サロンだより（社会資源の活用編） 

障害年金について 

がん治療で収入が減り経済的に困難になった場合の社会資源の一つに「障害年金」があります。 

 

 老齢年金を受給するまでに、病気やケガのために障がいが残ったり、寝たきりの状態になるなど、日常生活、就労の面な

どで困難が多くなった場合に、請求により障害年金が支給される場合があります。がんも対象となります。 

障害年金の種類 

① 障害基礎年金…初診日（※１）に国民年金に加入していた場合 

② 障害厚生年金…初診日に厚生年金に加入していた場合 

 

   障害年金の受給要件 

① 障がいのもととなった傷病の初診日が公的年金 

加入中で、65歳未満の国内在住者であること   

② 障害認定日（※２）に一定の障がい状態（障害等級） 

にあること。障害基礎年金は 1級・2級 障害厚生 

年金は 1級・2級・3級がある。 

③ 保険料をきちんと納めていること 

  ・65歳以降に初診日がある方や、老齢基礎年金を繰り 

   上げて受給している場合は申請できません。 

 

 

障害年金の等級のめやす 

 1級・・・他人の助けがないと日常生活ができない状態 

2級・・・日常生活がかなり制限をうける状態 

3級・・・働くことにかなり制限を受ける状態 

                     

障害厚生年金の 1級・2級に該当する場合は、障害基礎 

  年金もあわせて受け取ることができます。 

 

申請に必要な書類など 

  年金事務所や市区町村の年金窓口に申請を相談をして、申請対象となれば必要な書類が渡されます。 

  ・受診状況等証明書 初診で受診した医療機関でそのことを証明してもらう証明書用紙 

  ・診断書（それぞれの障がい用） 現在受診している医療機関で傷病の状況を医師に記載してもらう診断書用紙 

  ・病歴・就労状況等申立書 初診から現在までの状況を自ら申告する申し立て用紙 

  その他、戸籍謄本や住民票など、準備しなければならない書類がたくさんあります。 
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障害年金の相談窓口・申請先 

・障害基礎年金…市区町村の年金窓口・年金事務所 

・障害厚生年金…年金事務所・初診日に共済組合に

加入していた場合は共済組合など  

年金はどのくらい支給されるの？ 

障害基礎年金（定額）  ※2021年度 

  1級・・・年額 976,125円 

  2級・・・年額 780,900円 

障害厚生年金 

  今までの給料の額や加入期間によって計算され

るので人によって金額は違います。 

  3級・・・最低保証額 年額 585,700円 

   

 

 

 

用語の説明 

※１ 初診日…障がいの原因となった病気や 

けがについて初めて医師等の診察を

受けた日 

※２ 障害認定日…初診日から 1 年 6 か月経

過した日または、症状が固定した日 

◇障害年金を申請してから結果が届くのに約 3ヶ月程度かかります。 

◇受給対象となって年金証書が自宅に届いてから実際に年金が振り込まれるのに 

 約１～２か月かかります。 

複雑な手続きが必要ですが、あきらめないで検討してみましょう。 


